
 

 

令和３年２月２４日 

 

小学生に対し船員に関する出前授業を実施しました！ 

 

 

 

 

関東運輸局では、運輸事業や施策を幅広く知っていただき、関東運輸局をもっと身近に感じ

ていただくため「出前講座」を行っております。 

今回の出前講座は、横浜市立並木中央小学校の５年生５４名の生徒に対し、コロナ禍の影響

で授業日数がより一層、貴重である中、その１時限をお借りして行いました。 

講師は、関東地方船員対策協議会の協力を得て、船員経験のある泉汽船株式会社にお勤めの

藤原映史氏にお願いいたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業内容は、「海運と海で働く人たち」と題して、船で荷物を運ぶことの大事さ、運ぶ荷物に

よって異なる船の種類、船員の仕事内容、船内での生活など、生徒にわかりやすく写真を見せ

ながらお話を頂きました。 

質疑応答の時間では、「どのような荷物をどこに運ぶのか」、「荷物を運んで嬉しかったこと」

など物流に関することや船員という職業のやりがいに関することの質問があり、講師からは経

験を踏まえて、無事に荷物を運ぶことが出来たことの達成感とやりがいのある職業であること

の説明がありました。 

関東運輸局は、これからも小中学生に対する出前授業等の機会を捉え、船員という職業の魅

力を伝えていくとともに、海事思想の普及、海洋教育の推進に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 11 月 9 日（月）横浜市立並木中央小学校において船員の仕事の魅力を発信

しました。 

            【問い合わせ先】                                                                                                                              

  国土交通省関東運輸局海事振興部船員労政課 担当：斉藤、渡邉                                         

電話：０４５－２１１－７２３１  

【出前授業の様子】 



出前講座アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 


